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代
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に
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水
口
神
社
の
祭
礼「
水
口
曳
山
祭
」

は
、甲
賀
地
域
唯
一
の
都
市
型
祭
礼
で

あ
り
、毎
年
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い

ま
す
。こ
こ
で
は
、水
口
曳
山
祭
の
歴

史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
各
地
の
町
場
で
山
・

鉾
・
屋
台
の
出
る
祭
礼
が
成
立
し
ま

し
た
が
、水
口
で
は
今
か
ら
3
0
0
年

ほ
ど
前
の
宝
永
年
間
に
、作
り
物
や
仮

装
、踊
り
な
ど
を
中
心
と
し
た
練ね

り

物も
の

の
行
列
が
祭
り
に
登
場
。そ
の
後

紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
を
へ
て
、享き
ょ
う
ほ
う保
の
末
年
に
は

9
基
の「
山
鉾
」が
巡
行
し
、や
が
て
社

殿
状
の
外
観
を
も
っ
た
曳
山
に
発
展

し
、上
部
に
ダ
シ
を
飾
り
、賑
や
か
に

囃
子
を
奏
で
て
巡
行
す
る
姿
へ
と
整

備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

豪
華
な
曳
山
を
見
所
の
第
一
と
す

れ
ば
、聞
き
所
の
第
一
は
曳
山
の
巡
行

を
囃は
や

す
水
口
囃
子
で
し
ょ
う
。「
東
の

秩
父
、西
の
水
口
」と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、日
本
を
代
表
す
る
祭
り
囃
子
と
し

て
、全
国
各
地
に
愛
好
者
を
持
つ
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
特
徴
は
曲
名
や

ノ
リ
の
よ
い
曲
調
に「
天
下
祭
」を
囃

し
た
江
戸
祭
り
囃
子
の
影
響
が
う
か

が
え
る
こ
と
で
、地
元
で
は
江
戸
詰
め

の
藩
士
が
神
田
囃
子
を
伝
え
た
と
す

る
由
緒
が
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。録
音

装
置
の
な
い
時
代
の
伝
習
に
は
人
を

介
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

傾
聴
す
べ
き
説
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
の
繁
栄

と
、小
な
り
と
は
い
え
城
下
町
の
心
意

気
を
今
に
伝
え
る
祭
り
と
囃
子
。本
年

刊
行
の
第
六
巻
で
も
詳
し
く
解
説
さ

れ
ま
す
。
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「教科書無償制度」に学ぶ

35
【
市
史
販
売
所
】

【
水
口
】
T
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
ー
ど
ー
・
ハ
タ
ヤ
書
店
・

山
川
書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
【
土
山
】

ウ
エ
ノ
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所
・
土
山

歴
史
民
俗
資
料
館
【
甲
賀
】
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
【
甲
南
】

W
I
N
G
甲
南
店
・
市
史
編
さ
ん
室
【
信
楽
】
大
宝
堂
谷

川
書
店
・
信
楽
中
央
公
民
館

　新学期、小・中学校をはじめ義務教育の学校では、教科書が
配布されます。子ども達は、新しくきれいな教科書を前に、期
待をふくらませていることでしょう。今では無償で配布され
ている教科書ですが40数年前までは、教科書は新学期を迎え
る前に各家庭でそろえることになっていました。今の教科書
無償制度はどのようにして始まったのでしょうか。
　実は、この制度は、被差別部落の人たちが中心となって取
り組まれた教科書無償を求める運動から始まりました。
　1961年(昭和36年）、高知のある被差別部落では、仕事に恵
まれず、母親たちの多くは、失業者対策事業に出て働いてい
ました。親たちは、毎年３月を迎えるのが辛かったそうです。
なぜなら、子どもたちに教科書を用意してやらなくてはなら
ないからです。教科書代を捻出することは、かなりの負担と
なっていました。
　その頃、母親たちは、学校の教師たちと差別についての学
習会をもっていました。その中で、憲法26条に「すべて国民
は、法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教

育を受けさせる義務を負う。義務教育は、こ
れを無償とする」とあることを学びます。そ
こで母親たちは「教科書をタダにする会」を結成し、教科書の
無償化を訴えました。その活動は全国へ広がっていきます。
この運動には、被差別部落の人々をはじめ、運動を支持する
人々の熱い想いが込められていました。　
　やがて、国会でも大きな問題として取り上げられ、1963年
（昭和38年）２月に「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置
に関する法津」が成立しました。この運動が基礎となり、教科
書無償が全国的に実現し、同和問題の解決に向けた取り組み
の成果が国民全体のものとなっていったのです。
　今では、ごく当たり前のように配布されている教科書です
が、そこには、一生懸命に運動した人がいたということを忘
れてはなりません。大切に使いたいものです。

（参考）全国解放教育研究改編　『部落解放教育資料集成10巻』
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